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「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
一
宮
市
は
相
撲
に
ゆ
か
り
が
深
い
土
地
で
す
。

現
在
も
大
相
撲
名
古
屋
場
所
で
は
市
内
に
二
つ
の

相
撲
部
屋
が
宿
舎
を
構
え
ま
す
。
こ
の
二
十
八
年

初
場
所
で
久
々
の
日
本
出
身
力
士
と
し
て
幕
内
優

勝
を
果
た
し
た
琴
奨
菊
ら
が
所
属
す
る
佐
渡
ヶ
嶽

部
屋
は
開
明
の
金
剛
幼
稚
園
内
に
、
そ
し
て
荒
汐

部
屋
は
浅
井
町
の
西
浅
井
公
民
館
内
に
構
え
ま
す

（
二
十
七
年
度
実
績
）。
夏
に
な
る
と
応
援
す
る
方
々

の
熱
が
入
り
ま
す
。
そ
し
て
、
古
く
は
浅
井
町
に

「
相
撲
部
屋
」
と
よ
ば
れ
る
施
設
が
あ
り
、
あ
る

時
期
に
は
力
士
や
有
志
に
よ
り
「
浅
井
場
所
」
が

行
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。
現
在
も
こ
の
付
近
の
長

誓
寺
に
は
力
士
の
慰
霊
碑
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　
こ
れ
に
は
浅
井
膏
薬
で
名
を
馳
せ
た
森
林
平
さ

ん
が
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
宝
永
六
年（
一
七
一

〇
）頃
、
初
代
森
林
平
が
医
薬
業
を
始
め
る
に
あ
た

り
次
の
よ
う
な
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
「
あ
る

日
、
浅
井
の
あ
る
池（
温
古
井
池
）に
林
平
さ
ん
が

釣
り
に
行
く
と
岸
の
柳
の
木
の
下
で
鶴
が
足
を
折

り
、
鳴
い
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
気
の
毒

に
思
い
柳
の
枝
を
折
り
、
添
え
木
と
し
て
鶴
の
足

を
直
し
て
や
り
ま
し
た
。
後
日
、
夜
半
に
ひ
と
り

の
美
人
が
林
平
さ
ん
を
訪
れ
、
足
の
治
療
の
お
礼

を
述
べ
、
一
冊
の
整
骨
の
秘
法
書
を
渡
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
も
と
に
研
究
を
重
ね
、
人
の
役
に
立
つ
膏

薬
『
浅
井
万
金
膏
』
を
作
り
、
医
術
を
尽
く
し
、

人
を
救
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」、と
。
万
金
膏
の

商
標
が
「
鶴
の
丸
」
な
の
は
こ
の
た
め
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
文
化
八
年（
一
八
一
一
）尾
張
藩
十
代
藩
主
徳
川

斉
朝
が
落
馬
で
負
傷
し
た
と
き
に
四
代
森
林
平
が

治
療
に
あ
た
り
、
ケ
ガ
が
全
快
し
た
こ
と
か
ら
、

も
り
り
ん
ぺ
い

こ
う
や
くお

ん
　

こ
　
い
　

い
け

な
り
と
も

▲力士像（長誓寺蔵）

▲力士慰霊碑（長誓寺蔵）
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（
一
宮
市
博
物
館
　
学
芸
員
　

伊
藤
和
彦
）

こ
の
は
り
薬
は
以
降
、
藩
主
お
墨
付
き
の
「
天
下

の
用
薬
」
と
し
て
売
り
出
さ
れ
、
そ
の
後
、
藩
主

お
抱
え
の
江
戸
相
撲
の
五
代
目
境
川
浪
右
衛
門
の

ケ
ガ
も
こ
の
薬
で
完
治
し
、
大
関
ま
で
出
世
し
た

こ
と
か
ら
一
層
評
判
を
呼
び
ま
し
た
。
こ
れ
が
き
っ

か
け
と
な
り
代
々
の
森
林
平
が
相
撲
好
き
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
力
士
が
負
傷
し
た
ら
何
を
お
い
て

も
治
療
し
、
明
治
初
期
に
は
療
養
に
専
念
で
き
る

「
相
撲
部
屋
」
を
医
院
の
敷
地
に
つ
く
り
、
完
治

す
る
ま
で
面
倒
を
見
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
ケ

ガ
を
し
た
大
部
分
の
力
士
が
万
金
膏
を
使
用
し
て

土
俵
に
上
が
る
こ
と
か
ら
「
相
撲
膏
」
と
も
呼
ば

れ
た
そ
う
で
す
。

　
明
治
、
大
正
の
こ
ろ
に
な
る
と
毎
年
十
月
十
二

日
に
は
「
相
撲
部
屋
」
に
い
る
完
治
に
近
い
力
士

や
東
海
三
県
の
素
人
力
士
が
集
ま
り
奉
納
相
撲
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
名
古
屋
場
所
な
ど
な
い
こ

の
時
代
、
近
郷
近
在
か
ら
は
弁
当
持
参
で
こ
の
無

料
相
撲
を
見
物
し
に
大
勢
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
浅
井
場
所
」
も
戦
争

の
足
音
が
聞
こ
え
て
く
る
に
従
っ
て
中
止
さ
れ
た

の
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
森
家
は
同
地
で
平
成
九
年
ま
で
森
林

平
製
薬
を
営
み
、
は
り
薬
な
ど
を
生
産
し
、「
い
た

む
と
こ
ろ
に
よ
し
」
の
フ
レ
ー
ズ
と
と
も
に
浅
井

の
万
金
膏
は
全
国
的
に
知
ら
れ
た
の
で
し
た
。
現

在
は
、
浅
井
森
医
院
と
し
て
矢
来
門
や
塀
が
そ
の

名
残
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。

　
森
家
に
ゆ
か
り
の
程
近
い
浅
井
山
公
園
に
隣
接

す
る
西
浅
井
公
民
館
の
土
俵
で
は
、
今
も
毎
年
名

古
屋
場
所
に
臨
む
大
相
撲
力
士
た
ち
が
そ
の
力
を

磨
い
て
い
る
の
で
す
。

▲浅井森医院（浅井町）

ë
浅
井
万
金
膏
の
看
板
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今
、
デ
ザ
イ
ン
部
で
話
題
に
な
っ
て

い
る
の
は
、
二
〇
二
〇
年
の
「
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
エ
ン
ブ
レ
ム
（
標

章
）
が
盗
作
疑
惑
に
よ
り
再
募
集
に
な

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

現
在
、
一
宮
美
術
作
家
協
会
の
デ
ザ

イ
ン
部
の
会
員
は
五
名
で
、
男
子
一
名
、

女
子
四
名
と
な
っ
て
い
る
。
作
品
発
表

の
場
は
市
内
が
中
心
で
、
一
宮
ス
ポ
ー

ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
や
一
宮
市
博
物
館
が

主
な
場
所
で
あ
る
。
作
品
は
ポ
ス
タ
ー

が
主
流
で
、
具
象
画
・
抽
象
画
で
表
現

さ
れ
、
手
描
き
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

制
作
さ
れ
て
い
る
。

　

一
宮
美
術
作
家
協
会
が
創
立
さ
れ
た

の
は
今
か
ら
約
五
十
年
前
で
、
東
京
で

美
術
作
品
を
発
表
し
て
い
た
市
内
在
住

の
人
達
が
、
自
分
の
作
品
を
一
宮
市
で

展
示
、
発
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
若

い
人
達
に
将
来
作
家
と
し
て
制
作
し
て

欲
し
い
と
願
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
頃
、
一
宮
市
は
「
繊
維
の
街
」

と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
国
内
や
東
南

ア
ジ
ア
に
向
け
て
繊
維
製
品
や
そ
れ
に

関
連
し
た
製
品
の
ポ
ス
タ
ー
が
発
送
さ

れ
て
い
た
。
ポ
ス
タ
ー
は
街
路
の
電
柱

や
掲
示
板
に
貼
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の

作
品
の
ほ
と
ん
ど
は
市
外
で
制
作
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
う
い
っ
た
中
で
ポ
ス
タ
ー
制
作
が

地
元
の
若
者
に
興
味
を
も
た
れ
る
様
に

な
っ
た
の
は
、
前
回（
一
九
六
四
年
）の

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
ポ
ス
タ
ー

が
中
学
二
年
生
の
美
術
の
教
科
書
に
記

載
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
作
者
は
日
本

を
代
表
す
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ

ー
の 
亀  
倉  
雄  
策 
氏
で
、
ポ
ス
タ
ー
の
中

か
め 
く
ら 
ゆ
う 
さ
く

央
に
「
短
距
離
走
者
が
ス
タ
ー
ト
し
た

瞬
間
」
の
フ
ル
カ
ラ
ー
写
真
が
大
胆
に

配
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
高
度
経

済
成
長
を
迎
え
た
六
十
年
代
を
鮮
や
か

に
切
り
取
っ
た
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
見

て
い
る
だ
け
で
息
を
の
み
、
二
十
一
世

紀
に
な
っ
て
も
輝
き
を
失
わ
な
い
作
品

で
あ
る
。

　

ポ
ス
タ
ー
に
は
イ
ラ
ス
ト（
挿
絵
）・

カ
ラ
ー（
有
彩
色
）・
レ
タ
リ
ン
グ（
文

字
）・
レ
イ
ア
ウ
ト（
構
成
）と
い
う
表

現
の
四
原
則
と
言
わ
れ
る
も
の
が
あ
る

が
、
現
在
は
変
則
的
な
も
の
も
多
く
見

ら
れ
る
。
昨
年
度
の
「
一
宮
市
美
術

展
」
デ
ザ
イ
ン
部
門
の
出
品
作
品
に
お

い
て
も
、
イ
ラ
ス
ト
や
レ
タ
リ
ン
グ
の

み
の
作
品
が
あ
っ
た
。
近
年
は
女
性
の

出
品
者
も
多
く
、
女
性
の
社
会
進
出
や

高
齢
者
社
会
に
よ
り
デ
ザ
イ
ン
は
多
様

化
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
デ

ザ
イ
ン（
ポ
ス
タ
ー
）の
本
質
は
手
描
き

と
表
現
の
四
原
則
で
あ
り
、
そ
し
て

「
伝
え
る
」
と
い
う
こ
と
は
今
も
昔
も

変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
 

美
術（
デ
ザ
イ
ン
）部
門
の
今
、昔

デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
・
彫
塑
部
門 
一
宮
美
術
作
家
協
会 　　
　
　
　

第67回一宮市美術展デザイン部門解説風景

2015一宮市現代作家美術秀選展会場風景

エッセイ 

　作品「Space desing.B」1992年(上)
　作品「SPACE AND SPACE」2015年(左)

／
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
部
・
彫
塑
部

森　

昭
夫
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「
俳
句
を
や
り
ま
せ
ん
か
」
と
知
人

に
誘
わ
れ
、
昭
和
五
十
五
年
頃
再
び
俳

句
を
始
め
た
。
と
言
う
の
は
戦
後
の
昭

和
二
十
七
・
八
年
頃
、
近
く
の
俳
句
会

で
仲
間
と
俳
句
を
詠
ん
で
い
た
か
ら
で

あ
る
。

　

そ
の
当
時
の
話
で
、
以
前
は
各
地
の

同
好
者
の
集
り
で
あ
っ
た
会
が
昭
和
十

七
年
よ
り
一
宮
俳
句
会
と
し
て
始
ま
り
、

翌
年
に
は
任
意
団
体
の
文
化
連
盟
と
し

て
結
成
さ
れ
た
と
言
う
。
そ
の
後
、
戦

争
の
激
化
で
休
止
。
し
か
し
、
終
戦
後

の
混
乱
期
の
二
十
年
十
一
月
に
は
早
く

も
第
一
回
文
化
祭
に
俳
句
大
会
を
開
催

し
、
こ
れ
を
基
に
俳
句
協
会
が
誕
生
し

た
。
そ
し
て
二
十
三
年
に
は
「
尾
張
文

芸
」
を
発
刊
、
二
十
四
年
に
合
同
句
集

「 
群  
鳩 
」
を
上
梓
し
、
代
々
の
指
導
者

ぐ
ん 
き
ゅ
う

に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
て
き
た
。

　

三
十
七
年
九
月
の
「
一
宮
市
文
化
団

体
協
議
会
」
発
足
と
同
時
に
俳
句
協
会

も
加
わ
り
、
初
代
に
稲
垣
曽
泉
氏
、
そ

の
後
は
伊
藤
桂
仙
、
辻
正
一
、
春
日
井

誠
の
諸
氏
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
来

た
が
、
そ
れ
ら
の
人
は
故
人
に
な
ら
れ

て
い
る
。

　

協
会
も
三
十
八
年
に
俳
句
教
室
を
設

け
、
五
十
七
年
に
は
「
婦
人
の
為
の
俳

句
教
室
」
を
開
き
女
性
の
参
加
が
盛
ん

に
な
り
、
そ
の
上
、
各
結
社
・
団
体
の

句
会
も
結
集
し
輪
が
広
が
っ
た
と
聞
く
。

　

ま
た
、
二
市
一
町
の
合
併
に
よ
り
尾

西
市
の
俳
句
会
も
平
成
十
九
年
に
新
し

く
設
立
さ
れ
た
「
一
宮
市
芸
術
文
化
協

会
」
の
一
員
と
な
っ
た
。
そ
し
て
岡
田

波
流
夫
先
生
を
始
め
、
各
団
体
の
指
導

者
の
も
と
に
尾
西
方
面
を
主
体
に
活
躍

し
、
五
月
に
は
吟
行
会
、
七
月
に
は
七

夕
祭
協
賛
俳
句
大
会
、
十
月
に
は
一
宮

市
芸
術
祭
に
参
加
し
、
俳
句
大
会
を
尾

西
大
会
と
し
て
、
十
一
月
の
一
宮
大
会

と
共
に
年
の
行
事
を 
熟 
し
て
今
日
に
至

こ
な

っ
て
い
る
。

　

な
お
、
古
く
は
物
故
者
の
慰
霊
祭
、

ま
た
、
三
代
目
の
旧
一
宮
市
文
化
団
体

協
議
会
会
長
で
俳
句
の
指
導
者
で
あ
っ

た
岸
政
男
先
生
の
叙
勲
な
ど
の
記
録
も

有
り
、
協
会
の
歴
史
の
一
端
を
垣
間
見

る
こ
と
が
出
来
る
。

　

私
も
そ
の
俳
句
教
室
へ
当
季
雑
詠
三

句
を
持
っ
て
出
席
。
教
室
で
は
こ
れ
を

互
選
・
被
講
・
講
評
の
形
で
進
め
、
今

も
毎
月
第
四
日
曜
日（
十
二
月
は
第
三

日
曜
日
）の
午
後
、
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文

化
セ
ン
タ
ー
へ
出
掛
け
て
い
る
。
と
、

会
場
で
は
す
で
に
参
加
す
る
皆
さ
ん
が

仲
間
同
志
で
集
っ
て
何
時
も
の
変
ら
ぬ

状
景
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
各
人

は
そ
れ
ぞ
れ
の
結
社
・
団
体
に
属
し
て

い
る
方
も
あ
り
、
投
句
作
品
に
は
個
性

豊
か
な
も
の
ば
か
り
で
選
ぶ
の
も
楽
し

い
一
刻
と
な
る
。

　

平
成
二
十
七
年
度
も
吟
行
会
は
五
月

に
尾
西
地
区
の
担
当
で
新
緑
の
湖
東
三

山
の
古
刹
を
巡
り
、
百
済
寺
の
自
然
を

惜
景
と
し
た
庭
を
愛
で
、
西
明
寺
で
は

急
坂
の
磴
を
登
り
信
仰
の
深
さ
を
満
喫

し
、
後
日
の
俳
句
会
に
備
え
た
。
ま
た
、

十
月
に
は
一
宮
地
区
の
担
当
で
恵
那
峡

の
さ
ざ
波
公
園
へ
出
向
き
、
秋
の
爽
や

か
な
大
気
の
中
で
句
を
詠
み
、
近
く
の

公
民
館
を
借
り
て
発
表
、
そ
の
苦
心
の

作
品
に
目
を
通
し
そ
れ
を
楽
し
ん
だ
。

　

さ
り
な
が
ら
、
こ
の
俳
句
協
会
も
決

し
て
安
穏
で
は
な
い
。
字
離
れ
す
る
若

い
人
に
如
何
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
か
、

熟
年
の
方
々
に
は
如
何
に
足
を
運
ん
で

も
ら
う
か
と
思
い
を
馳
せ
、
次
の
人
へ

と
バ
ト
ン
・
タ
ッ
チ
を
す
る
為
、
今
回

も
ま
た
、
作
句
に
選
句
に
と
心
を
費
や

し
て
い
る
。

　
　

俳
句
協
会
の
歩
み

俳
句
部
門　

一
宮
市
民
俳
句
教
室　

坂
井　

斉

活 動 

岸政男先生叙勲記念祝賀会

教 室 風 景
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企
画
展
「
尾
張
洋
画
入
門
」

日
時
e
５
月　

日
º
〜
６
月　

日
∂

２１

２６

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

内
容
e
尾
張
地
域
ゆ
か
り
の
洋
画
家
の

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

２
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

１
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　
　

５
０
円

※
市
内
小
中
学
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

常
設
展
「
三
岸
節
子　

画
家
家
業

―
好
太
郎
と
黄
太
郎
―
」

日
時
e
３
月
８
日
∏
〜
６
月　

日
∂　

１２

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容
e
天
才
画
家
と
呼
ば
れ
た
夫
・
好

太
郎
の
エ
ッ
セ
ン
ス
と
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
制
作
を
と
も
に
し
た

息
子
・
黄
太
郎
に
宿
る
エ
ス
プ

リ
を
節
子
の
作
品
に
探
り
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

３
２
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

２
１
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

１
１
０
円

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

 

講
座
「
美
濃
路
探
訪　

春
〜
尾
張
編
」

日
時
e
５
月　

日
∂

２２

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容
e
江
戸
時
代
の
主
要
な
街
道
で
あ

っ
た
美
濃
路
に
つ
い
て
、
歴
史

と
現
在
の
様
子
を
現
地
学
習
で

学
び
ま
す
。　

定
員
e　

名
３５

※
要
参
加
費
・
要
申
込
み
。
詳
し
く
は

広
報
４
月
号
を
参
照

「
市
民
美
術
教
室
」

【
写
真
】

日
時
e
５
月　

日
〜
６
月
２
日
の
毎
週

１２

木
曜
日

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

５
月　

・　

日
の
日
曜
日

１５

２２

午
前　

時
〜
正
午

１０

【
日
本
画
】

日
時
e
６
月
１
日
〜
７
月　

日
の
毎
週

２０

水
曜
日

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

 

【
油
絵
】

日
時
e
６
月
２
日
〜
７
月　

日
の
毎
週

２８

木
曜
日（
７
月
６
日
は
除
く
）

午
後
１
時
〜
３
時

【
書
】

日
時
e
６
月
２
日
〜
７
月　

日
の
毎
週

２８

木
曜
日（
７
月
６
日
は
除
く
）

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

【
彫
塑
】

日
時
e
６
月　

日
〜
８
月　

日
の
毎
週

２９

２４

水
曜
日（
８
月　

日
は
除
く
）

１０

午
後
６
時　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

８
月　

日
の
土
曜
日（
予
備
日

２７

９
月
３
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

会
場
e
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
他

対
象
e
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

※
全
コ
ー
ス
と
も
要
受
講
料
。
ま
た
所

定
の
締
切
日
ま
で
に
事
前
の
申
込
が

必
要
。
な
お
日
程
は
予
定
の
た
め
変

更
す
る
場
合
あ
り
。
詳
し
く
は
【
写

真
】
は
４
月
号
・【
日
本
画
・
油
絵
・

書
】
は
５
月
号
・【
彫
塑
】
は
６
月
号

の
広
報
を
参
照

 

「菜の花」 松岡 彩子

※
一
宮
市
博
物
館
・
三
岸
節
子
記
念
美
術
館

・
尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館
に
つ
い
て

○
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で

３０

○
月
曜
休
館（
月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は
開

館
）、
休
日
の
翌
日
休
館

《
市
お
よ
び
市
内
公
共
施
設
の
催
し
予
定
》

　
A（
８
５
）７
０
７
５
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【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A（　

）２
２
８
６

５１

日
時
▼
３
月　

日
º
・
４
月
９
日
º

１２

５
月　

日
º
・
６
月　

日
º

１４

１１

午
後
１
時
〜

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ
り

１０

優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）３
５
７
０

５１

日
時
▼
３
月　

日
∂
・
４
月　

日
∂

１３

１０

６
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１２

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実
作

指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

日
時
▼
５
月　

日
ª　

午
前
９
時
〜

１３

行
先
▼
大
垣
城
、大
垣
船
町
川
湊（
大
垣

市
）他

対
象
▼
ど
な
た
で
も

定
員
▼　

名（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

３５抽
選
）

参
加
料
▼
２
、
５
０
０
円（
昼
食
付
き
）

申
込
み
▼
４
月　

日
∑
ま
で
に
事
務
局

１８

（
A　

―
７
０
７
５
）へ
連
絡
。

８５

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
３
月　

日
º
・
４
月　

日
º

２６

２３

５
月　

日
º　

午
前　

時
〜

２８

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
基
本
的
な
読
み
方
を

は
じ
め
、
作
者
の
時
代
背
景
に

も
触
れ
な
が
ら
初
め
て
の
方
に

も
分
か
り
や
す
く
「
唐
詩
三
百

首
」
を
解
読
し
ま
す
。（
初
心
者

歓
迎
）

講
師
▼
三
島
徹
氏（
東
洋
文
化
振
興
会

会
長
）

参
加
料
▼
月
２
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A（　

）５
５
０
４

７３

日
時
▼
３
月　

日
∂
・
４
月　

日
∂

２７

２４

５
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２２

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
３
句
を
一
宮
市
民
俳

　
　
　

句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

日
時
▼
５
月　

日
∏　

午
前
９
時
〜

１７

行
先
▼
氣
比
神
宮（
敦
賀
市
）他

対
象
▼
ど
な
た
で
も

定
員
▼　

名（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

３７抽
選
）

参
加
料
▼
２
、
５
０
０
円（
昼
食
付
き
）

申
込
み
▼
４
月　

日
ª
ま
で
に
事
務
局

２２

（
A　

―
７
０
７
５
）へ
連
絡

８５

【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A（　

）６
９
５
１

４５

日
時
▼
３
月　

日
∂
・
４
月　

日
∂

２７

２４

５
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２２

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一
宮

川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
４
月
５
日
∏
・
５
月　

日
∏

１０

６
月
７
日
∏　

午
前　

時
〜

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
作
り
方
の
指
導
を
は

じ
め
、
持
ち
寄
っ
た
創
作
詩
の

添
削
の
検
討
を
会
員
間
で
行
い

ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
年
３
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
民
俗
芸
能
連
盟
】

　

A（　

）５
２
２
１

７３

日
程
▼
４
月　

日
∂

２４

会
場
▼
石
刀
神
社（
今
伊
勢
町
馬
寄
）

内
容
▼
山
車
か
ら
く
り
・
献
馬

 

『
市
民
川
柳
教
室
』

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
濤
聲
會
定
例
会
』

『
市
民
俳
句
教
室
』

『
濤
聲
會
作
詩
教
室
』

『
石
刀
ま
つ
り
』

『
春
の
市
民
短
歌
吟
行
会
』

『
春
の
市
民
俳
句
吟
行
会
』

『
狂
俳
月
例
会
』
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【
問
合
せ
先　

一
宮
謡
曲
同
好
会
】

　

A（　

）０
９
６
６

６２

日
時
▼
４
月　

日
∂
午
前
９
時　

分
〜

２４

３０

会
場
▼
産
業
体
育
館

内
容
▼
素
謡
、
連
吟
、
仕
舞
等
の
発
表

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
音
楽
家
協
会
】

　

A（　

）２
８
２
７

８７

日
時
▼
５
月
８
日
∂　

午
前　

時
〜

１１

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
会
員
に
よ
る
演
奏
会
。
曲
目
は

ピ
ア
ノ
連
弾
に
よ
る
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
「
運
命
」
よ
り
第
２
楽

章
、
声
楽
で
中
田
喜
直
に
よ
る

「
お
か
あ
さ
ん
」
な
ど
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課
】

　

A（　

）７
０
７
５

８５

日
時
▼
６
月
９
日
∫
〜　

日
∂

１２

午
前　

時
〜
午
後
５
時（　

日

１０

１２

は
午
後
４
時　

分
ま
で
）

３０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
加
入
団
体
か
ら
選
抜
さ
れ
た
作

家
の
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
立

体
・
工
芸
・
デ
ザ
イ
ン
・
書
・

写
真
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

尾
西
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
】

　

A（　

）１
１
６
１

７６

日
時
▼
６
月　

日
∂　

午
後
２
時
〜

１２

（
開
場
は　

分
前
）

３０

会
場
▼
尾
西
市
民
会
館

内
容
▼
会
員
に
よ
る
演
奏
会
。
岩
井
直

溥
氏
を
偲
び
、
ア
レ
ン
ジ
曲
の

数
々
を
お
届
け
し
ま
す
。

入
場
料
▼
一
般
１
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
無
料（
要
整
理

券
）

8

［連 絡 先］一宮市芸術文化協会事務局（市教育委員会生涯学習課内）

　　　　　　　〒491－8501　愛知県一宮市本町２丁目５番６号

　　　　　　　TE L  0 5 8 6 －8 5 －7 0 7 5　／　FAX  0 5 8 6 －7 3 －9 2 1 3

［題　　 字］武 　 山 　 翠 　 屋

［編集・発行］一宮市芸術文化協会

『
2
0
1
　̃
一
宮
総
合
美
術
展
』

　この「いちのみやの芸術文化」は、
今年度の編集委員八名により、編集
されています。
【編集委員】※順不同・敬称略

浅井　英仁・木全　　修
小島　祥子・後藤冨士雄
坂井　　斉・増田　和臣
横井　静嘉・柳原田主子
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『加入団体の催し』欄に 
情報を掲載しませんか？ 

このコーナーでは一宮市芸術文化協会

加入団体の活動情報を募集します。�

掲載を希望される団体は、発行月３・

６・９・12月の前々月15日までに、�

下記の必要事項を任意の様式にて記入

の上、事務局まで提出してください。�

①行事名　②団体名　③問合せ先電話番号 
④日時　⑤会場　⑥対象　⑦参加料　 
⑧申込方法　⑨その他必要事項 

〒491－8501 
一宮市芸術文化協会事務局（住所不要） 
または　FAX 0586－73－9213

必要事項 

提 出 先 

［専徳寺］［専徳寺］［専徳寺］

［八幡寺］［八幡寺］

［正福寺］［正福寺］［正福寺］

【誤】【誤】

【誤】

【正】「八幡社」【正】「八幡社」

【正】「正福寺」【正】「正福寺」

【正】「心證寺」【正】「心證寺」

【誤】

【誤】

【誤】【誤】

【正】「八幡社」

【正】「正福寺」

【正】「心證寺」

　「いちのみやの芸術文化第35号（平成27年12月）」の特
集に一部誤りがありましたのでお詫びして、下記のとお
り訂正させていただきます。
※Ù頁【描かれた古城（「苅安賀全図」尾張名所図会　
　後編巻一）】部分

おわびと訂正おわびと訂正おわびと訂正おわびと訂正おわびと訂正
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大
会
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ウ
ィ
ン
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回
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期
演
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会
』
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